














 奥 田 次 郎(兵庫県)
 博 士(障害科学)




  (博士課程) 障害科学専攻
 聴覚言語記憶におけるヒト内側側頭葉と前頭葉の
機能








                目的
 これまで臨床研究および機能画像を用いた研究において, ヒトのエピソー ド記憶における内側
 側頭葉および前頭葉外側皮質の関与が示唆されている。 しか しなが ら, 内側側頭葉のどの構造が
 特に重要であるのか, あるいは前頭葉内での機能分化については, 未だ十分に整理されていない。
 本研究では, 正常者を対象と して聴覚言語情報の保持過程および回収過程で賦活される脳部位を
 ポジトロン CT (PET) を用いて同定 し, これら記憶過程における内側側頭葉およ び前頭葉の働
 きを明らかにすることを目的とした。
                方法
 本研究ではヒト言語性記憶に関する3種類の独立した PET 実験を行い, それぞれで賦活され
 る脳領域をまとめることによ り, 異なった記憶段階における内側側頭葉と前頭葉の働きについて
 考察した。 実験1と2は単語回収 (再認) 過程に関する実験であり, 実験3は単語保持過程に関
 する実験である。 それぞれの実験において, 7～9名の右利き若年健常男性を対象と し, 刺激と
 して日本語の単語を聴覚呈示した。 実験1では, 記憶課題と して単語の遅延非見本合わせ課題お
 よび遅延見本合わせ課題の2課題を施行し, これら記憶課題と感覚・運動過程をマッチさせたコ
 ントロール課題を施行した。 コントロール課題に比べ2っの記憶課題で賦活される脳領域を課題
 中の局所脳血流量 (rCBF) 画像の差を検定することにより同定した。 実験2では, 記憶課題と
 して単語の新規性・親近性の判断を行う課題を施行し, 感覚・運動過程をマッチさせたコントロー
 ル課題を施行した。 記憶課題は5種類施行 し, 前日に学習した単語 (学習単語) とそうでない単
 語 (未学習単語) の呈示頻度を課題問で段階的に変化させた。 画像解析は差分法と相関法の2種
 類を行った。 差分法では学習単語が多く呈示される記憶課題あるいは未学習単語が多く呈示され
 る記憶課題において, コントロール課題と比べて rCBF が有意に増加した脳領域を同定した。 相
 関法では記憶課題中の rCBF画像のみを用いて, 学習単語あるいは未学習単語の呈示頻度と
 rCBF が相関を示す脳領域を求めた。 実験3では, 同一の単語復唱課題を単語保持条件, コント
 ロール条件の2種類の条件のもとで施行した。 単語保持条件では PET スキャンの5～8分前に
 10 単語を記憶 し, PET スキャンが終了するまでこれを保持するように被験者に指示した。 PET
 スキャ ン中はディストラクター課題として5単語の復唱を繰り返す課題を施行した。 単語復唱課
 題のみを行うコントロール条件の rCBF 画像と単語復唱に加え別の 10 単語の保持も求められる
 単語保持条件の rCBF 画像を比較 し, 多数の単語を !0 分程度保持する過程で賦活される脳領域
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 を同定 した。
               結果と考察
 行った3っの実験全てにおいて, 記憶課題中の海馬傍回および前頭葉の賦活が認められた。 実
 験1, 2 (単語再認課題) において, 新規性の強い単語に反応する課題で左の海馬傍回の賦活が,
 親近性の強い単語に反応する課題で右の海馬傍回の賦活がみられ, 単語の新規性と親近性に関係
 す る, 左右の海馬傍回の機能差が示唆された。 実験2において差分法/相関法による内側側頭葉
 と前頭葉の賦活/相関のパターンを, 再認過程に対する認知心理学的モデルに照らし合わせた結
 果, 左右海馬傍回および右下前頭回が単語の回収過程により強く関わっており, 単語の親近性と
 新規性の評価過程に対し前頭前野内の異なる部位が関与することが示唆された。 実験3 (単語保
 持課題) では両側の海馬傍回と左前頭前野が賦活された。 左前頭前野の賦活領域は, ブローカ野
 を含む環シル ビウス溝言語領域をとりまいており, 言語領域に隣接する左前頭前野皮質と両側海
 馬傍回とが単語の保持に同時に関与することが示唆された。
 以上3っの実験より, 内側側頭葉の諸構造のうち, ヒトの言語性記憶に関して海馬傍回が重要
 な役割を果たすことが示唆された。 前頭葉背外側皮質の賦活部位を, 短期記憶内における保持,
 長期記憶内における保持, 長期記憶からの再認に分けてプロットした結果, 左半球では上記の順
 に皮質外套面の最中央部 (シル ビウス溝領域) から徐々 に周辺の皮質部位に活動が遷移 してゆく
 ことが示された。 これに対 し, 右半球では長期記憶からの再認においてのみ賦活群が存在 し, そ
 の部位 は左半球における部位と相同な領域, すなわちシル ビウ ス溝から見て最も周辺にあたる皮





 言語性記憶に左側頭葉が重要であることはてんかん外科手術後の心理学的研究で 1950 年代か
 ら指摘されている。 また健忘の臨床研究から, 側頭葉の中でも特に海馬, 海馬傍回の重要性が明
 らかにされている。 近年, 脳研究に PET という画期的な方法が登場 し, 健常者を対象にヒトの
 認知機能の研究が急激に展開している。 その結果, 言語性記憶に関して, 内側側頭葉に加え, 前
 頭葉の重要性がクローズアップされている。
 本研究は本学サイクロトロ ンセンターの PET 装置を用い, 健常者 (主として本学学生) を対
 象と して, 言語性記憶と海馬・前頭葉の関わりの一層の解明を目指 したものである。
 研究は3種類の実験からなっている。 第1は, 実験として与えられた (聞かされた) 単語が,
 始めて聞く単語であるか, すでに一度聞かされた単語であるかを判断する実験で, 単語記憶回収
 過程の中でも, 特に再認過程にどの大脳領域が関与するかを見たものである。 第2は, 同じく聞
 かされた単語がすでに覚えさせられた単語であるか, 始めて聞く単語であるかを同定するもので
 あるが, 第1の実験にさらに工夫を加え, 単語の回収そのものよりも, 聞かされた単語が既知で
 あるか, 新規であるかの判断過程にどの大脳部位が関与するか, というところに焦点を絞ってい
 る。 第3の実験では, 実験前に1群の単語を覚えさせ, PET 測定中は直接それらの単語群とは
 関係のない課題を行い, その間, 単語を把持 し続けている大脳領域を同定しようと した。
 実験1と実験2のデータ解析か ら, 著者は単語の再認過程では前頭葉と海馬傍回が賦活される
 こ と, その場合, 始めて聞かさ れた単語 (新規性判断) には左海馬傍回 が, 1度覚えさせ られた
 か, 1度聞いたことがある単語 (親近性判断) には右海馬傍回がより強く反応すること, そして,
 単語の記憶からの回収過程に左右海馬傍回および右下前頭回が関与していることを見い出してい
 る。 さらに, 実験3から, 単語記憶の把持には両側海馬傍回と左前頭前野が関与していることを
 見い出している。
 著者はさらに, これら3実験を総合して検討し, 前頭葉の活動領域が, 単語の短期保持, 長期
 保持, 単語の長期記憶からの回収 (再認), の3つの過程に対応して, それぞれシルビウス溝領
 域から, その周辺, さらにその周辺へと同心円上にシフトしてゆく, という新しい仮説を提出し
 ている。 この考えは, これまでのイメージング研究や神経心理学研究から提出されてきたデータ
 とく らべて, 矛盾のない結果・結論であり, 世界のニューロサイエンスに貢献できる労作である。
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